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10/30(金)、鳥栖西中 10/27(火)には
学校区３校(鳥栖西中、 ＪＡや地域の皆さ
旭小、麓小)の児童生徒 んのご協力により
代表による「『なくそ ６年生が稲刈りを
う いじめ』こども会 体験することがで
議」が行われました。 きました。
この会議は、例年で 最初は、使い慣

あれば、鳥栖市内の全 れない鎌を恐る恐
小中学校が一堂に会し る持ち、慎重に稲

て行われているのですが、今年は新型コロナウイル を刈っていた６年生でしたが、しばらくするとザ
スの感染予防ということで、中学校区でのリモート クザクと稲が切れる感触を味わいながら、手際よ
会議という形で実施されました。 く作業を進めることができていました。子供たち
まず、各校で取り組んだいじめ防止に対する取組 にとっては楽しい体験になったようですが、稲が

を発表し合いました。麓小学校からは、「なかよし 大きくなるまでには農家の方のたくさんの手間や
合い言葉」の取組や代表委員会の際に各クラスごと 苦労があることも忘れないでほしいと思います。
に考えた、いじめ防止策を発表し合った活動例など
が紹介されました。
その後、「新型コロナウイルス患者や医療従事者

に対する差別を防ぐ」ということをテーマに意見を 10/29(木)、３年生は
出し合い、３校共通のスローガンを検討しましたが 小刀体験教室を実施し
麓小学校の代表者３名も、テーマの趣旨をよくとら ました。
え、積極的に意見を発表することができました。最 小刀を使って何かを
終的に決定したスローガンは「戦う相手は人ではな 作ることは、経験が少
く、敵にするのはウイルスだ」というものでした。 ない(あるいは経験がな
今後このスローガン い)子供たちですが、ボ

は、３校の全児童生徒 ランティアティーチャ
に広がり、いじめや差 ーの丁寧な説明を聞き
別は絶対に許されない ながら、上手に「マイ
という意識を更に高め 箸」を作っていまし
るための一つのきっか た。コツは、小刀を動
けになってくれること かさずに、竹の方を動
でしょう。 かして削ること。

この日の経験を生か
して、12月に行われる
「ふれあい祭り」の中

11/5(木)は、予定どおり授業参観を実施いたしま で、竹とんぼ作りや凧作りに挑戦する予定です。
すが、コロナウイルス感染予防上、保護者の皆様に
はご配慮いただきたい点につきまして、先日配布し
ましたプリントの内容を再度ご確認のうえ、ご協力
くださいますようよろしくお願いいたします。
主な留意点は、次のようなことです。 【県文集「きらり」】

(一部変更点もあります。･･･下線部分) 特 選 １年 田中 孝多郎 さん
① 密集を防ぐために、ご参観いただく時間を分け 「かわせみ やませみ」
ています。 ２年 福江 明花 さん
【２校時】 9:20～10:05 「天国のおばあちゃんへ」

１－１、１－３、２－２、３－１、３－３ ３年 田中 愛花 さん
４－２、５－１、５－３、６－２ 「私のじまん ３年１組」

【３校時】10:25～11:10 ４年 平石 菜々美 さん
１－２、２－１、２－３、３－２、４－１ 「日記『うそでしょ』9/7」
４－３、５－２、６－１、６－３ ５年 成平 愛梨 さん

② マスク着用のうえ、昇降口にて手指の消毒をお 「おじいちゃんに届け この思い！」
願いします。 入 選 ６年 森田 真佑那 さん

③ 参観は、廊下側からのみとしていましたが、廊 「自然をきれいにするために」
下での密集状態が懸念されるため、教室内に入っ
ていただいてもよいこととしています。(教室は 【“社会を明るくする運動”作文コンテスト】

常時窓を開け、換気状態を保つようにします。) 優秀賞：佐賀県更生保護女性連盟会長賞
④ 参観中の私語は慎んでいただくようお願いしま ６年 竹下 明季乃 さん
す。(感染予防及びマナーとしてご配慮ください。) 「信じて 許して」

※ 当日も上記のことをアナウンスさせていただきます。
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11/5(木)の授業参観について


